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光

景

が

見

ら

れ

る

学

校

は

少

な

く

な

い

で

し

ょ

う

。

知

教

労

は

現

行

の

こ

の
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に
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れ
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〈〈〈〈名古屋市の学校訪問の例：子どもは通常日課で学習名古屋市の学校訪問の例：子どもは通常日課で学習名古屋市の学校訪問の例：子どもは通常日課で学習名古屋市の学校訪問の例：子どもは通常日課で学習〉〉〉〉
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北から南から ～～～～支部支部支部支部だよりだよりだよりだより～～～～

「妊娠をされている方はいませんか」知多教育事務所で新任（赴

任決定前）に問いかけたということだ。周知のとおり、１年間は

条件付任用期間である。新任の間で「妊娠することは“やばい”（つ

まり解雇される）という意識が残った」と伝え聞いた。管理主事

は、｢そんな（脅した）つもりは毛頭ない｣と言った。私もその言

葉に嘘はないと思ったが、新任相手に言うべきことではない。

Ｃ市のある学校で校長が女性教員に対し「担任をしてもらいた

いから（産休で学年の）途中で交代しないように」という趣旨の

話をした、ともれ聞いた。真意はどこにあるにせよ、明らかな人

権侵害である。

「妊娠がわかっていれば（産休の）補助教員を早急に探さなけ

ればならない」というのが管理主事の意図だそうだ。しかし、私

が一番に感じるのは、職場にゆとりがないということだ。隣のク

ラスの異変に即対処しなければならないときには、新任もベテラ

ンもなく機動力が求められる。そんなゆとりのない現場が想像で

きるから、妊娠することが問題であるかのような雰囲気になって

しまってはいないか。知教労と知多事務所の話し合いの場では「多

忙化解消」について毎年繰り返し話題になる。そろそろ本当に解

消するときなのではないか。(Ｏ)
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現
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、

再

任

用

で

、

週

四

日

間
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火

～

金

八

時

三

十

分

か

ら

十

三

時

五

十

分

ま

で

勤

務

を

し

て

い

る

。

算

数

少

人

数
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導

で
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三

～

六

年

生

ま

で

の

担

当

で

あ

る

。

授

業

形

態

は

ほ

と

ん

ど

が

少

人

数

で

、

ク

ラ

ス

を

等

質

に

二

分

し

て

の

び

の

び

と

学

習

し

て

い

る

▼

し

か

し

、

子

ど

も

た

ち

の

様

子

は

、

今

ま

で

教

え

て

き

た

子

ど

も

た

ち

と

は

か

な

り

違

う

た

め

、

展

開

等

に

工

夫

が

必

要

で

あ

る

と

感

じ

て

い

る

。

教

え

る

側

は

、

新

任

間

も

な
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先
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中
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の

先

生

、
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テ
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の
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、

バ

ラ
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テ

ィ
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富
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い

る
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が
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の
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っ
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よ
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、
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揮

で
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児
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果
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な

方
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単

元

と

照

ら

し

合

わ

せ

て

実

施

し

て

い

る

。

先

生

に

よ

っ

て

は

、

算

数

は

苦

手

な

人

も

い

る

の

で

、

「

こ

こ

は

、

私

が

や

り

ま

し

ょ

う

か

。

」

と

進

ん

で

Ｔ

１

の

立

場

で

授

業

を

進

め

る

こ

と

も

あ

る

。

五

・

六

年

の

内

容

が

急

に

難

し

く

な

っ

て

い

て

、

担

任

の

先

生

と

進

め

方

の

相

談

を

す

る

こ

と

も

あ

る

が

、

教

科

書

の

例

題

自

体

が

、

該

当

年

を

こ

え

た

も

の

が

あ

る

よ

う

に

思

え

る

▼

今

も

昔

も

、

『

わ

か

り

た

い

。

で

き

る

よ

う

に

な

り

た

い

。

楽

し

く

学

習

を

進

め

た

い

。

』

と

い

う

願

い

は

、

児

童

に

と

っ

て

も

、

教

師

に

と

っ

て

も

普

遍

的

な

こ

と

だ

と

思

っ

て

い

る

。

あ

と

何

年

続

け

ら

れ

る

か

わ

か

ら

な

い

が

、

こ

の

三

点

を

肝

に

銘

じ

な

が

ら

、

一

歩

ず

つ

実

現

で

き

た

ら

教

師

と

し

て

の

本

望

だ

と

思

い

、

日

々

努

力

し

て

い

る

。

（

Ｉ

）

強制的学校訪問をやめよ！ 学校として要請するか、しないか。

本来の議論からはじめよう！
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こんな活動をしている組合員もいますこんな活動をしている組合員もいますこんな活動をしている組合員もいますこんな活動をしている組合員もいます

知教労は、教育委員会や校長会などと話し合いや交渉を行っていることはご存じだと思います。しかし、組合を離れ知教労は、教育委員会や校長会などと話し合いや交渉を行っていることはご存じだと思います。しかし、組合を離れ知教労は、教育委員会や校長会などと話し合いや交渉を行っていることはご存じだと思います。しかし、組合を離れ知教労は、教育委員会や校長会などと話し合いや交渉を行っていることはご存じだと思います。しかし、組合を離れ

てボランティアや地域の活動に携わっている組合員も多くいます。今回は、その中で愛知スキー協会の指導員として活てボランティアや地域の活動に携わっている組合員も多くいます。今回は、その中で愛知スキー協会の指導員として活てボランティアや地域の活動に携わっている組合員も多くいます。今回は、その中で愛知スキー協会の指導員として活てボランティアや地域の活動に携わっている組合員も多くいます。今回は、その中で愛知スキー協会の指導員として活

動をしている組合員のレポートを紹介します。動をしている組合員のレポートを紹介します。動をしている組合員のレポートを紹介します。動をしている組合員のレポートを紹介します。

愛知スキー協会（新日本スポーツ連盟・全国勤労者スキー協議会）を知っていますか

今期で発足から40年が過ぎます。「一人ぽっちのスキーヤーをなくそう」などのスローガンのもとに、スポー

ツは文化と主張して活動してきました。スキーは遊びではない。スキーは文化であり、その発展に尽くしてき

ました。昨年、スポーツ基本法が制定されました。誰もがスポーツは文化と認めざるを得なくなったのです。

スポーツ基本法前文には、「スポーツは、世界共通の人類の文化である。」と書き出しています。2001年ユネス

コ第22回総会での採択から遅れること10年、やっとスポーツ権が認められたといってもいいでしょう。

愛知スキー協会は、クラブが集まった協議会（個人でもＯＫですが）です。競技のクラブ・山スキーのクラ

ブもあります。野麦峠スキー場が廃業になりそうだったとき、存続に向けて要望書を出すなど尽力しました。

その野麦峠スキー場で「東海ブロックスキー競技会（第２戦）」を20年以上続けています。「スポーツ・君が主

人公」で選手と役員皆で作るスキー競技会です。「東海ブロック・スノーフェスティバル」は、スキー競技会だ

けでなく、とにかくスノースポーツを楽しもうといろいろな企画を実施しています。

「こどもスキー」は、私たち指導員が、愛知スキー協会ならではの指導をしてきました。カービン

グスキーが登場して10年以上経ちますが、すぐに貸しスキーはすべてカービングの板に要望して変え

てもらうなど、早く楽しく上手になる方法を実践してきました。通称「お散歩ひも」を初心者指導に

使っていました。腰にベルトをはめてそこにひもをつけ

て後ろでひもを引っ張ってコントロールするものです。

いつの間にか商品化されていました。安全のため「ヘル

メットをしよう」もずっと訴えてきました。

震災では、東北地方だけでなく長野県栄村への支援もしています。神戸の震災を教訓

に、例年通りにすることが勇気づけることだと考えてスキーツアーを企画しました。カ

ンパだけでなく、「復興『こどもスキー』に招待しよう」では指導員も派遣できました。

http://aichiskykyou.yukigesho.com/index.htm 愛知スキー協会愛知スキー協会愛知スキー協会愛知スキー協会 ← 検索

知ってるつもり・Ｑ＆Ａ

勤務の割り振り変更の対象になる仕事は？勤務の割り振り変更の対象になる仕事は？勤務の割り振り変更の対象になる仕事は？勤務の割り振り変更の対象になる仕事は？

Ｑ 最近、「勤務の割り振り」ということばが職場で聞かれるよう

になりました。日々の勤務で、どのような仕事が割り振りの対象

になるのでしょうか。

A 知教労が加入している愛知県教職員労働組合協議会（愛

教労）と愛知県教育委員会は、２００８年２月６日、割り振りの対

象になる勤務を下記の通り確認しています。校長が命じた以

下の業務はいずれも割り振りの対象になります。

１ 職員会議（学年会・校務分掌上の会議）、職員研修、研究授

業の準備

２ 学校行事（準備時間を含む）

３ 児童生徒の指導にかかわる業務

Ａ．児童生徒の指導・安全指導・パトロールにかかわる業務

Ｂ．児童の安全確保のための登校指導・放課後の下校指導

Ｃ．進路指導に関する業務（入試・発表指導）

Ｄ．補習業務

Ｅ．児童・生徒会、委員会活動等の指導

４ ＰＴＡ活動、地域教育会議の活動

Ａ．委員会

Ｂ．地域教育会議（体育祭）に関する業務

Ｃ．地区懇談会

Ｄ．街頭指導・パトロールに関する業務

５ 家庭訪問・保護者面談・評価活動・成績処理・通知票記入

６ その他翌日以降に持ち越すことのできない重要な業務

７ 翌日以降に持ち越すことのできない授業資料の作成

「割り振りの変更がなされれば、超過勤務もやむを得ない」とい

うことではありませんが、はみ出した労働時間はしっかり回復し

ていきたいものです。

データで見る『教員の実態』第27回

『0.17％から0.32％へ』
今回は、文部科学省が昨年６月の会議で使った「学級編制・教職員

定数改善等に関する基礎資料」から｢学校現場が抱える問題の状況に

ついて｣として示していたものを表にしてみました。

小学校 中学校

H5 H21 増加 H5 H21 増加

年度 年度 率 年度 年度 率

不登校児童生徒の割合 0.17% 0.32% 1.9 1.24% 2.77% 2.2

倍 倍

学校内での暴力件数 3,494 6,600 1.9 27,540 39,382 1.4

(18年度と比較) 件 件 倍 件 件 倍

日本語指導が必要な 7,569 19,504 2.6 2,881 7,576 2.6

外国人児童生徒数 人 人 倍 人 人 倍

通級による指導を 11,963 56,254 4.7 296 4,383 14.8

受けている児童生徒数 人 人 倍 人 人 倍

特別支援学級に 45,650 101,019 2.2 23,600 44,412 1.9

在籍する児童生徒数 人 人 倍 人 人 倍

形式が違うので表には入れませんでしたが、要保護が H7 年と比較

して 1.6 倍、準要保護が２倍になっています。

特別支援学級への加配があり、子どもに対して以前より手厚い対応

がなされてきていると言えるものもありますが、単純に仕事量として

考えると、教員の対応が増え、仕事の負担が増えていることも示して

います。地域・学校によって数字が大きく変わるでしょうが、みなさ

んの実感としてはどうでしょうか。これは文科省自身が出している数

値です。学校外も含めて人的支援による対応を急いでもらいたいもの

です。

競技会のチラシ

《訂正とお詫び》

５月号の記事で「文科省から県・市町教委で

はなく、各学校宛にダイレクトでパワハラ防止指

針の色刷りのパンフレットが届いている」という

記述がありましたが、これは、「労働安全衛生体

制に関する色刷りのパンフレット」の誤りでした。

お詫びして訂正させていただきます。
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